
別
表
第
二
^

イ
の
表
階
級
章
の
項
中 「

陸
士
長
か

ら
二
等
陸

士
ま
で

三
等
陸
士

濃
緑
色
の
布
製
台
地
に
Ｖ
字
形
金
線
を
つ
け
、
そ
の
上

位
に
金
色
の
桜
花
一
個
を
つ
け
た
も
の
と
す
る
。

濃
緑
色
の
布
製
台
地
に
Ｖ
字
形
金
線
を
つ
け
た
も
の
と

す
る
。

形
状
及
び
寸
法
は
、
各
階
級
別
に
図
の
と
お
り
と
す
る
。

」 を

平成™™年�月˜—日 木曜日 第œšš—号官 報

第
十
条
第
三
項
中
「
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
」

を
「
に
よ
り
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十

一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組

織
（
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
電
子
情
報
処
理

組
織
」
と
い
う
。）」
に
、「
同
法
」
を
「
電
子
情
報
処
理

組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る

法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
十
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
た
だ

し
書
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中「（
第
三
項
た
だ
し
書
の

規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
許
可
の
内
容
の
変
更
に
あ
つ
て

は
、
財
務
大
臣
）」を
削
る
。

第
二
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
衛
官
候
補
生
の
任
用
期
間
）

第
二
十
七
条
の
三

法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
自
衛
官
候
補
生
の
任
用
期
間
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
任
用
期
間
」
と
い
う
。）は
、
三
月
と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に

は
、
引
き
続
い
て
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
」
と
い

う
。）を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
、
防
衛
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
用
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

一

心
身
の
故
障
の
た
め
任
用
期
間
内
に
教
育
訓
練
を
修
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
引
き
続
い
て
教
育
訓

練
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
修
了
の
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二

教
育
訓
練
を
受
け
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
お
い
て
、
感
染
症
の
発
生
の
予
防
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る

た
め
教
育
訓
練
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
任
用
期
間
内
に
教
育
訓
練
を
修
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

三

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
、
教
育
訓
練
を
受
け
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
施
設
が
損
壊
し
教

育
訓
練
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
任
用
期
間
内
に
教
育
訓
練
を
修
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

四

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
別
表
第
七
に
定
め
る
期
間
」
の
下
に「（
自
衛
官
候
補
生
か
ら
引
き
続
い
て
自
衛
官
に
任

用
さ
れ
た
者
の
一
等
陸
士
、
一
等
海
士
又
は
一
等
空
士
へ
の
昇
任
に
あ
つ
て
は
、
同
表
に
定
め
る
期
間
か
ら
当
該
自

衛
官
候
補
生
と
し
て
の
任
用
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
減
じ
た
期
間
）」を
、「
八
割
の
期
間
」
の
下
に「（
自
衛
官
候
補

生
か
ら
引
き
続
い
て
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
者
の
一
等
陸
士
、
一
等
海
士
又
は
一
等
空
士
へ
の
昇
任
に
あ
つ
て
は
、

同
表
に
定
め
る
期
間
の
八
割
の
期
間
か
ら
当
該
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
の
任
用
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
減
じ
た
期

間
）」を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
中
「
学
生
」
を
「
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
衛
官
候
補
生
の
服
務
の
宣
誓
）

第
三
十
九
条
の
二

自
衛
官
候
補
生
と
な
つ
た
者
は
、
次
の
宣
誓
文
を
記
載
し
た
宣
誓
書
に
署
名
押
印
し
て
服
務
の

宣
誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宣

誓

私
は
、
自
衛
官
候
補
生
た
る
の
名
誉
と
責
任
を
自
覚
し
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、
常
に
徳
操
を

養
い
、
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、
知
識
を
か
ん
養
し
、
政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
専
心
自
衛
官
と
し

て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
に
励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
四
十
六
条
並
び
に
第
五
十
条
中
「
学
生
」
を
「
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
」

に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
中
「
二
年
（
又
は
三
年
）
の
」
を
削
る
。

別
表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で
の
規
定
中
「
長
官
」
を
「
防
衛
大
臣
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
令
第
九
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
自
衛

隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
三
十

七
条
第
二
項
、
第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
第
二
項
、
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
号
）
第
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
三
条
第
一
項
、
防
衛
省
職
員
の

災
害
補
償
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
十
二
号
）
第
四
条
並
び
に
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行

規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

自
衛
隊
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
衛
官
候
補
生
の
服
制
）

第
十
六
条
の
二

自
衛
官
候
補
生
の
服
制
は
、
前
条
に
規
定
す
る
各
自
衛
官
の
服
制
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
、
自
衛
官
」
の
下
に
「
、
自
衛
官
候
補
生
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
除
く
。）」
の
下
に
「
、
自
衛
官
候
補
生
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
自
衛
官
、」の
下

に
「
自
衛
官
候
補
生
、」を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
自
衛
官
及
び
」
を
「
自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

自
衛
官
候
補
生
か
ら
引
き
続
い
て
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
者
の
当
該
自
衛
官
と
し
て
の
階
級
は
、
二
等
陸
士
、

二
等
海
士
又
は
二
等
空
士
と
す
る
。

第
二
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

自
衛
官
候
補
生
の
採
用
は
、
年
齢
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
範
囲
内
に
お
い
て
防
衛
大
臣
の
定
め
る
年
齢

の
者
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
又
は
二
等
空
士
」
を
「
若
し
く
は
二
等
空
士
又
は
自
衛
官
候
補
生
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
自
衛
官
」
の
下
に
「
及
び
自
衛
官
候
補
生
」
を
加
え
、「
左
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、

同
項
第
八
号
中
「
奇
型
」
を
「
奇
形
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
の
外
」
を
「
の
ほ
か
」
に
、「
基
準
。」を「
基
準
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
自
衛
官
」
の
下
に
「
及
び
自
衛
官
候
補
生
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
を

「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報

処
理
組
織
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
及
び
許
可
証
の
交
付
」
を

削
る
。

（
財
政
融
資
資
金
出
納
及
び
計
算
整
理
規
則
の
一
部
改

正
）

３

財
政
融
資
資
金
出
納
及
び
計
算
整
理
規
則
（
昭
和
四

十
九
年
大
蔵
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
第
八
条
」
を
「
第
三
条
」

に
改
め
る
。
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